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総務・企画
３
２
１
万
円

消
防
団
員
確
保
対
策

事
業

　

地
域
の
防
災
力
の
向
上
と

火
災
・
災
害
対
応
の
中
核
と

な
る
消
防
団
の
充
実
・
強
化

を
図
る
た
め
、
団
員
の
減
少

に
歯
止
め
を
か
け
る
と
と
も

に
、
消
防
団
員
の
安
全
対

策
・
処
遇
改
善
に
努
め
る
。

１
２
０
万
円

一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業（
石
体
区
和
太

鼓
整
備
事
業
補
助
）

　

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
の
充
実
・
強
化
を
図
る
た

め
、
活
動
に
必
要
な
備
品
や

集
会
施
設
の
整
備
等
に
対
し

て
助
成
を
行
い
、
地
域
社
会

の
健
全
な
発
展
と
住
民
福
祉

の
向
上
を
目
指
す
。

主
な
事
業

産業・建設
５
３
３
万
円

市
営
住
宅
建
替
事
業

　

牛
津
地
区
市
営
住
宅
（
4

団
地
79
戸
）
の
建
替
に
あ
た

り
、
建
設
予
定
地
周
辺
の
家

屋
事
前
調
査
を
行
う
。

４
億
２
，５
８
４
万
円

（
仮
称
）ま
ち
な
か
市
民

交
流
プ
ラ
ザ
等
の
整
備

　

旧
小
城
庁
舎
跡
の（
仮
称
）

ま
ち
な
か
市
民
交
流
プ
ラ
ザ

等
の
整
備
に
お
い
て
、
建
設

資
材
や
人
件
費
の
高
騰
及
び

消
費
税
率
ア
ッ
プ
に
よ
り
、

建
設
費
用
が
増
加
し
た
た
め

予
算
を
増
額
。

１
，０
３
７
万
円

市
道
蒲
原
・
永
田
線

改
良
事
業

　

市
道
蒲
原
・
永
田
線
は
県

道
江
北
芦
刈
線
の
開
通
に
伴

い
交
通
量
が
増
加
し
て
お

り
、
今
回
佐
賀
県
の
交
差
点

改
良
工
事
に
併
せ
て
市
道
の

拡
幅
お
よ
び
歩
道
の
設
置
を

実
施
し
、
車
両
通
行
や
歩
行

者
の
安
全
を
確
保
す
る
。

１
，０
６
８
万
円

さ
が
肥
育
素
牛
・
自

給
飼
料
生
産
拡
大
の

施
設
を
整
備
す
る

　

肥
育
素
牛
の
生
産
拡
大
の

た
め
農
家
経
営
規
模
を
拡
大

し
、
佐
賀
牛
の
ブ
ラ
ン
ド
力

を
向
上
す
る
。
生
産
コ
ス
ト

低
減
の
た
め
、
自
給
飼
料
の

生
産
拡
大
を
促
進
し
経
営
の

安
定
を
図
る
。

教育・文化三
日
月
小
学
校

２
７
７
万
円

三
日
月
中
学
校

２
７
０
万
円

発
達
障
害
に
関
し
て

早
期
発
見・早
期
支
援

　

障
害
や
発
達
課
題
の
あ
る

子
ど
も
に
対
し
て
、
早
期
発

見
・
早
期
支
援
に
よ
る
支
援

シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
効
果
的

な
活
用
を
図
る
。
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
配
置
し
、
先
進
地
視

察
、校
内
研
究
な
ど
を
実
施
、

小
中
学
校
連
携
の
も
と
、
医

療
機
関
や
専
門
機
関
と
も
連

携
し
て
実
施
す
る
。

１
５
０
万
円

中
林
梧
竹
ゆ
か
り
の

銅
碑
の
移
設
を
行
う

　

中
林
梧
竹
が
明
治
31
年
に

建
立
し
た
銅
碑
の
東
京
都
内

に
存
在
す
る
複
製
を
搬
送
し

平成26年度

一般会計・特別会計補正予算を承認

平成25年度 一般会計補正予算を承認（専決処分）

平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）は
、

５
億
１
，３
８
５
万
円
を
増
額

平成26年度 ６月補正予算の状況
一般会計・特別会計

会計区分 補正前の額 補正額 補正後の額
一般会計（第１号） 203億1,440万円 5億1,385万円 208億2,825万円
国民健康保険特別会計（第１号） 53億3,647万円 3億5,628万円 56億9,276万円

※単位未満の額は切り捨てています。

事　　業　　名 補正予算額 事　　業　　名 補正予算額
（仮称）まちなか市民交流プラザ等事業 4億2,584万円 消防団員確保対策事業 321万円
保育所等緊急整備事業 3,499万円 三日月小学校発達障害早期支援研究事業 277万円
さが肥育素牛・自給飼料生産拡大施設等整備事業 1,068万円 三日月中学校発達障害早期支援研究事業 270万円
市道蒲原・永田線改良事業 1,037万円 中林梧竹鎮國之山銅碑移設事業 150万円
市営住宅建替事業 533万円 石体区和太鼓整備事業補助 120万円

　歳入の主なものは、各種事業に伴う国・県の支出金、分担金や負担金、市債の増加や、
財源調整のための財政調整基金の繰入によるものである。
　歳出の主なものは、「（仮称）まちなか市民交流プラザ等整備事業」、「保育所等緊急整備
事業」、「道路新設改良事業」、「市営住宅建替事業」などである。

＜ 補 正 予 算 の 主 な も の ＞

▲消防団辞令交付式

一般会計
会計区分 補正前の額 補正額 補正後の額

一般会計（第６号） 206億9,578万円 3億387万円 209億9,965万円
補正額は
基金積立金である
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一
般
会
計
・
特
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計
補
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予
算
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産業・建設
５
３
３
万
円

市
営
住
宅
建
替
事
業

　

牛
津
地
区
市
営
住
宅
（
4

団
地
79
戸
）
の
建
替
に
あ
た

り
、
建
設
予
定
地
周
辺
の
家

屋
事
前
調
査
を
行
う
。

４
億
２
，５
８
４
万
円

（
仮
称
）ま
ち
な
か
市
民

交
流
プ
ラ
ザ
等
の
整
備

　

旧
小
城
庁
舎
跡
の（
仮
称
）

ま
ち
な
か
市
民
交
流
プ
ラ
ザ

等
の
整
備
に
お
い
て
、
建
設

資
材
や
人
件
費
の
高
騰
及
び

消
費
税
率
ア
ッ
プ
に
よ
り
、

建
設
費
用
が
増
加
し
た
た
め

予
算
を
増
額
。

１
，０
３
７
万
円

市
道
蒲
原
・
永
田
線

改
良
事
業

　

市
道
蒲
原
・
永
田
線
は
県

道
江
北
芦
刈
線
の
開
通
に
伴

い
交
通
量
が
増
加
し
て
お

り
、
今
回
佐
賀
県
の
交
差
点

改
良
工
事
に
併
せ
て
市
道
の

拡
幅
お
よ
び
歩
道
の
設
置
を

実
施
し
、
車
両
通
行
や
歩
行

者
の
安
全
を
確
保
す
る
。

１
，０
６
８
万
円

さ
が
肥
育
素
牛
・
自

給
飼
料
生
産
拡
大
の

施
設
を
整
備
す
る

　

肥
育
素
牛
の
生
産
拡
大
の

た
め
農
家
経
営
規
模
を
拡
大

し
、
佐
賀
牛
の
ブ
ラ
ン
ド
力

を
向
上
す
る
。
生
産
コ
ス
ト

低
減
の
た
め
、
自
給
飼
料
の

生
産
拡
大
を
促
進
し
経
営
の

安
定
を
図
る
。

教育・文化三
日
月
小
学
校

２
７
７
万
円

三
日
月
中
学
校

２
７
０
万
円

発
達
障
害
に
関
し
て

早
期
発
見・早
期
支
援

　

障
害
や
発
達
課
題
の
あ
る

子
ど
も
に
対
し
て
、
早
期
発

見
・
早
期
支
援
に
よ
る
支
援

シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
効
果
的

な
活
用
を
図
る
。
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
配
置
し
、
先
進
地
視

察
、校
内
研
究
な
ど
を
実
施
、

小
中
学
校
連
携
の
も
と
、
医

療
機
関
や
専
門
機
関
と
も
連

携
し
て
実
施
す
る
。

１
５
０
万
円

中
林
梧
竹
ゆ
か
り
の

銅
碑
の
移
設
を
行
う

　

中
林
梧
竹
が
明
治
31
年
に

建
立
し
た
銅
碑
の
東
京
都
内

に
存
在
す
る
複
製
を
搬
送
し

小
城
公
園
内
に
移
設
す
る
。

現
所
有
者
の
ア
サ
ヒ
飲
料
か

ら
寄
贈
を
受
け
、
梧
竹
退
筆

塚
横
に
石
柵
を
施
し
、「
鎮

國
之
山
」
の
設
置
工
事
を
行

う
。

３
，４
９
９
万
円

保
育
所
等
緊
急
整
備

事
業

　

三
日
月
町
の
お
ひ
さ
ま
保

育
園
（
認
証
保
育
施
設
）
を

認
可
保
育
園
と
し
て
施
設
の

整
備
を
す
る
た
め
に
補
助
を

し
、園
児
の
定
員
を
増
や
す
。

意
見
書

（
第
２
号
）

　
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め

る
意
見
書
（
可
決
）

（
第
３
号
）

　
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に

対
す
る
医
療
費
助
成
の
拡
充

を
求
め
る
意
見
書
（
可
決
）

▲市営住宅（牛津駅南）完成予想図

▲おひさま保育園

▲移設予定の銅碑
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議案等の賛否一覧（全会一致以外の案件のみ掲載）
中島正之議長は採決には加わりません

議員名

議案番号

松
並　
陽
一

永
渕　
和
正

西　
　
正
博

光
岡　
　
実

富
永　
正
樹

諸
泉　
定
次

樋
渡　
邦
美

中
島　
正
樹

江
島
佐
知
子

深
川　
高
志

市
丸　
典
夫

岸
川　
英
樹

上
瀧　
政
登

香
月
チ
エ
ミ

合
瀬　
健
一

松
尾　
義
幸

堤　
　
克
彦

平
野　
泰
造

下
村　
仁
司

北
島　
文
孝

大
坪　
德
廣

議案第34号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

議案第37号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

議案第42号 ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○
○賛成　●反対　－退席

会  議  結  果会  議  結  果会  議  結  果会  議  結  果会  議  結  果会  議  結  果会  議  結  果会  議  結  果会  議  結  果会  議  結  果会  議  結  果会  議  結  果会  議  結  果会  議  結  果会  議  結  果会  議  結  果会  議  結  果会  議  結  果会  議  結  果会  議  結  果会  議  結  果会  議  結  果会  議  結  果会  議  結  果会  議  結  果会  議  結  果会  議  結  果会  議  結  果会  議  結  果会  議  結  果会  議  結  果会  議  結  果会  議  結  果会  議  結  果会  議  結  果会  議  結  果会  議  結  果会  議  結  果

平成26年 第２回小城市議会定例会（６月６日～６月２５日）

議案番号 件　　　　　　　　名 委員会付託 結　　果

議案第33号 専決処分の承認を求めることについて（小城市税条例の一部を改正する
条例） 総

承認（全員賛成）

議案第34号 専決処分の承認を求めることについて（小城市国民健康保険税条例の一
部を改正する条例） 承認（賛成20：反対1）

議案第35号 専決処分の承認を求めることについて（平成25年度小城市一般会計補正
予算（第６号）） 総・文 承認（全員賛成）

諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦について

―

適任（全員賛成）

諮問第３号 人権擁護委員候補者の推薦について 適任（全員賛成）

議案第36号 小城市固定資産評価員の選任について 同意（全員賛成）

議案第37号 小城市税条例の一部を改正する条例
総

可決（賛成20：反対1）

議案第38号 小城市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 可決（全員賛成）

議案第39号 小城市育英事業資金貸付基金条例の一部を改正する条例 文 可決（全員賛成）

議案第40号 佐賀県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の増加及び規約の
変更について 総

可決（全員賛成）

議案第41号 天山地区共同環境組合の設立について 可決（全員賛成）

議案第42号 平成26年度小城市一般会計補正予算（第１号） 総・文・産 可決（賛成18：反対3）

議案第43号 専決処分の承認を求めることについて（平成26年度小城市国民健康保険
特別会計補正予算（第１号）） 総 可決（全員賛成）

報告第１号 平成25年度小城市一般会計継続費繰越計算書 文・産

了承
報告第２号 平成25年度小城市一般会計繰越明許費繰越計算書 総・文・産

報告第３号 平成25年度小城市下水道特別会計繰越明許費繰越計算書 産

報告第４号 平成25年度一般財団法人小城市体育協会の経営状況について 文

意見書第２号 教育予算の拡充を求める意見書

―

可決（全員賛成）

意見書第３号 ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充を求める意見書 可決（全員賛成）

小城市農業委員会委員の推薦について 推薦決定

付託委員会名　総…総務　　文…文教厚生　　産…産業建設　　－…委員会付託なし
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 軽自動車税の改正（議案第37号） 

 法人市民税法人税割の改正（議案第37号） 
現行　１２．３％（標準税率）　➡　改正後　１２．１％（制限税率）
※この改正は、平成26年10月１日以後に開始する事業年度から適用されます。

①原動機付自転車及び二輪車に係る税率 ……… 平成27年度分以後の軽自動車税について適用
区　　　　　分 現行（H26年度まで） H27年度から

原動機付自転車～50cc以下 １,０００円 ２,０００円
　　　50cc超～90cc以下 １,２００円 ２,０００円
　　　90cc超～125cc以下 １,６００円 ２,４００円
　　　ミニカー ２,５００円 ３,７００円
二輪の軽自動車（125cc超～250cc以下） ２,４００円 ３,６００円
二輪の小型自動車（250cc超～） ４,０００円 ６,０００円

②小型特殊自動車に係る税率 ……… 平成27年度分以後の軽自動車税について適用
区　　　　　分 現行（H26年度まで） H27年度から

農耕作業用のもの 　１,６００円 ２,４００円
その他のもの（工事・作業車等） 　４,７００円 ５,９００円

③  三輪及び四輪以上の軽自動車に係る税率 ……… 平成27年４月１日以後に初めて車両番号の指定を受けたも
の（新規登録）から改正

　（平成27年３月31日以前に初めて車両番号の指定を受けたものは、現行税率）
④  新規登録から14年を経過した年度以後については、経年車に対する税率を平成28年度から適用

区　分 現行（H26年度まで） 27.４.１新規～ 14年目から
四輪以上 乗用・自家用 ７,２００円

１０,８００円 １２,９００円

　 〃　　乗用・営業用 ５,５００円
　６,９００円 　８,２００円

　 〃　　貨物用・自家用 ４,０００円
　５,０００円 　６,０００円

　 〃　　貨物用・営業用 ３,０００円
　３,８００円 　４,５００円

三輪のもの ３,１００円
　３,９００円 　４,６００円

　
小
城
市
の
人
権
擁
護
委
員

が
平
成
26
年
９
月
30
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
の

で
後
任
の
委
員
に
西
村
俊
治

氏
、
持
永
逸
子
氏
の
両
名
を

適
任
と
認
め
る
こ
と
に
決
定

し
た
。

　
小
城
市
農
業
委
員
会
委
員

の
任
期
が
平
成
26
年
７
月
19

日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な

る
た
め
、
中
尾
伸
代
氏
（
小

城
町
）、中
村
津
多
子
氏（
三

日
月
町
）、下
村
啓
子
氏（
牛

津
町
）、
古
賀
明
美
氏
（
芦

刈
町
）
の
４
名
の
推
薦
を
決

定
し
た
。

　
香
田
栄
次
税
務
課
長
を
選

任
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

小
城
市
農
業
委
員
会

委
員
の
推
薦

固
定
資
産
評
価
員
の

選
任

西村　俊治 氏

中尾　伸代 氏下村　啓子 氏

持永　逸子 氏

中村津多子 氏古賀　明美 氏
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事



委 員 会 報 告 　６月13日の本会議において、各常任委員会に付託された議
案審査は、慎重な審査の結果、全議案について可決した。

　
　
　
法
人
税
の
税
率
が
下
が
る
こ
と
に
よ
っ
て
本
市
に

ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
か
。

　
　
　

税
率
は
０
・
２
％
下
が
り
税
収
は
２
３
０
万
円
ほ

ど
減
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
小
城
・
多
久
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
つ
い

て
可
燃
ゴ
ミ
以
外
の
処
理
方
法
は
ど
う
す
る
の
か
。

　
　
　

可
燃
ゴ
ミ
は
共
同
処
理
す
る
が
不
燃
ゴ
ミ
は
各
々

両
市
で
処
理
す
る
こ
と
で
協
議
を
し
て
い
る
。

　
　
　
消
防
団
員
の
増
員
を
図
る
た
め
に
具
体
的
な
計
画

は
あ
る
の
か
。

　
　
　

団
員
と
そ
の
家
族
に
何
か
メ
リ
ッ
ト
が
得
ら
れ
る

よ
う
佐
賀
県
消
防
協
会
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

く
。
魅
力
あ
る
消
防
団
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
る
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
。

総

務

常

任

委

員

会

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

　
　
　
発
達
障
害
早
期
支
援
研
究
事
業
で
、
先
進
地
視
察

は
ど
こ
に
、
何
人
で
何
回
行
く
の
か
。

　
　
　

関
東
方
面
、
広
島
、
九
州
管
内
で
先
進
的
な
と
こ

ろ
に
小
学
校
２
名
、
中
学
校
２
名
の
４
名
の
教
職
員
と
教

育
委
員
会
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
持
っ
て
視
察
を
行
う
。

小
中
学
校
連
携
が
キ
ー
ワ
ー
ド
な
の
で
、
お
互
い
に
小
学

校
に
も
、
中
学
校
に
も
行
く
。

　
　
　
今
あ
る
特
別
支
援
学
級
の
児
童
・
生
徒
の
さ
ら
な

る
支
援
は
な
い
の
か
。

　
　
　

障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
子
ど
も

に
支
援
を
し
て
い
く
と
い
う
の
が
、
こ
の
研
究
の
根
本
で

あ
る
。
研
究
は
通
常
学
級
の
子
ど
も
た
ち
で
行
う
が
、
研

究
の
体
制
と
し
て
は
全
校
あ
げ
て
特
別
支
援
学
級
、
通
常

学
級
と
合
わ
せ
て
学
校
と
し
て
、
小
中
学
校
連
携
を
取

り
な
が
ら
進
め

て
い
く
。
こ
の

研
究
を
し
て
い

く
こ
と
で
、
早

期
発
見
、
早
期

対
応
に
つ
な
が

り
、
今
特
別
支

援
学
級
に
在
籍

し
て
い
る
子
ど

も
に
も
支
援
の

手
立
て
と
し
て

大
い
に
有
効
だ

と
考
え
て
い
る
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

質
問

答
弁

質
問

答
弁

　
　
　
（
仮
称
）ま
ち
な
か
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
等
事
業
の
建

設
費
で
は
、
今
回
、
４
億
２
千
万
円
と
い
う
補
正
予
算
が

出
て
い
る
が
、
補
正
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
ど
の
よ
う
な

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
か
。

　
　
　

大
幅
な
設
計
見
直
し
が
出
て
く
る
。
完
成
自
体
が

一
年
近
く
遅
れ
、
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
の
計
画
に
も

影
響
す
る
。

　
　
　
交
流
プ
ラ
ザ
は
商
工
会
議
所
が
入
る
予
定
だ
が
、

小
城
市
行
政
財
産
使
用
料
条
例
で
い
く
と
使
用
料
は
い
く

ら
か
。

　
　
　

使
用
料
条
例
に
基
づ
い
て
貸
し
付
け
る
と
、
年
間

１
千
万
円
程
度
に
な
る
。
使
用
料
は
条
例
の
減
免
規
定
に

基
づ
い
て
減
免
措
置
を
考
え
て
い
る
。

　
「
議
案
第
42
号
・
平
成
26
年
度
小
城
市
一
般
会
計
補
正

予
算
」に
対
し
て（
仮

称
）
ま
ち
な
か
市
民

交
流
プ
ラ
ザ
等
事
業

の
建
設
費
を
増
額
し

な
い
こ
と
と
す
る
補

正
予
算
の
修
正
動
議

が
提
出
さ
れ
、「
修

正
案
」
に
つ
い
て
採

決
を
行
っ
た
結
果
、

賛
成
少
数
で
「
修
正

案
」
は
否
決
さ
れ
、

原
案
に
つ
い
て
採
決

の
結
果
、
賛
成
多
数

で
可
決
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

質
問

答
弁

質
問

答
弁

▲放水訓練を行う小城市消防団

▲（仮称）まちなか市民交流プラザの建設予定地

▲発達障害早期支援研究事業を行う三日月小学校
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将
来
地
元
で
生
活
す

る
重
要
性
を
、
学
校
教
育
の

場
で
学
ば
せ
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

　
　
　
　

重
要
で
は
あ
る
が
、

ま
ず
は
教
育
者
が
そ
の
意
識

を
持
つ
必
要
が
あ
る
の
で
、

教
育
委
員
会
と
し
て
も
十
分

指
導
し
て
い
く
。

　
　
　

転
出
学
生
が
一
度
に

集
ま
る
成
人
式
を
活
用
し

て
、
就
職
情
報
の
提
供
等
を

で
き
な
い
か
。

　
　
　
　

就
職
情

報
の
資
料
の
提
供

は
可
能
だ
が
、
就

職
説
明
会
の
実
施

は
す
ぐ
に
は
難
し

い
。

　
　
　

人
口
予
測

の
見
通
し
は
。

　
　
　
　
　

今
年

度
よ
り
検
討
し
て

い
く
第
２
次
総
合

計
画
の
中
で
見
直
し
を
図
る
。

　
　
　

新
市
建
設
計
画
の
通

り
に
財
政
は
推
移
し
て
い
く

の
か
。

　
　
　

歳
出
に
つ
い
て
は
特

に
強
い
覚
悟
で
臨
み
、
計
画

通
り
に
実
施
し
て
い
く
。

　
　
　

厳
し
い
財
政
状
況
に

お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
自
主

財
源
を
確
保
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　

税
金
の
収
納
率
を
上

げ
て
い
く
。
ま
た
※
Ｐ
Ｆ
Ｉ

や
※
Ｐ
Ｐ
Ｐ
な
ど
の
民
間
が

参
画
す
る
事
業
手
法
の
導
入

も
検
討
す
る
。

松
並

教
育
長

松
並

教
育
長

松
並

総
務
部
長

財
政
の
健
全
化
に
つ
い

て松
並

市
長

松
並

市
長

　
　
　

一
般
会
計
の
予
算
は

合
併
時
約
１
６
０
億
円
程
度

で
あ
っ
た
も
の
が
現
在
は
２

１
０
億
円
、
約
40
〜
50
億
円

増
え
て
い
る
。
ま
た
、
地
方

債
（
借
金
）
の
現
在
高
は
３

５
９
億
円
、
市
民
１
人
当
た

り
78
万
円
の
借
金
で
あ
る
。

財
政
厳
し
い
折
、
交
流
プ
ラ

ザ
の
総
事
業
費
は
当
初
８
億

５
千
７
百
万
円
が
23
億
９
千

７
百
万
円
、
約
２
・
８
倍
に

な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
、
総
事

業
費
が
膨
ら
ん
だ
の
か
。
ま

た
、
本
年
３
月
の
当
初
予
算

成
立
後
、
６
月
に
は
工
事
費

が
大
き
く
補
正
さ
れ
て
い

る
。
当
初
予
算
の
範
囲
内
で

事
業
を
遂
行
す
る
た
め
の
方

策
を
ど
う
講
じ
た
の
か
。
事

業
費
の
見
直
し
は
で
き
な
い

の
か
。

　
　
　

当
初
の
計
画
か
ら
平

成
24
年
５
月
に
小
城
公
民
館

の
機
能
を
集
約
整
備
す
る
こ

と
と
し
た
た
め
、
総
事
業
費

が
18
億
２
千
９
百
万
円
と

な
っ
た
。
そ
の
後
、
実
施
設

計
を
す
る
な
か
で
人
件
費
、

資
材
等
の
値

上
が
り
、
消

費
税
の
増
税
等

で
工
事
費
が
更

に
４
億
２
千
３

百
万
円
必
要
と

な
っ
た
の
で
６

月
に
建
設
工
事

費
等
の
予
算

を
追
加
し
た
。

こ
の
間
、
事
業

費
の
縮
減
等
見

直
し
に
努
め
た

が
、
こ
の
ぐ
ら

い
の
規
模
は
な

い
と
、
こ
の
施
設
の
目
的
と

す
る
と
こ
ろ
の
機
能
は
発
揮

で
き
な
い
。

そ
の
他
の
質
問

○
水
害
対
策
に
つ
い
て

永
渕

市
長

消
滅
可
能
性
自
治
体
の

と
ら
え
方
は

交
流
プ
ラ
ザ
の

事
業
費
の
見
直
し
は

市
長
小
城
市
も
対
策
を
取
る
べ
き
だ
と

い
う
警
鐘
で
あ
る

市
長
施
設
の
中
味
に
つ
い
て
見
直
し
は

十
分
や
っ
て
き
た

松並　陽一

永渕　和正

自治体
2010年 2040年 若年女性

人口変化率

総人口 20-39歳女性 総人口 20-39歳女性 2010年→
2040年

小 城 市 45,133 5,277 35,258 3,233 －38.7％
多 久 市 21,404 2,152 13,287 966 －55.1％
嬉 野 市 28,984 2,903 19,475 1,357 －53.3％
鹿 島 市 30,720 3,265 20,469 1,714 －47.5％
神 埼 市 32,899 3,735 25,216 2,068 －44.6％
唐 津 市 126,926 13,586 88,947 7,708 －43.3％
武 雄 市 50,699 5,365 38,635 3,081 －42.6％
佐 賀 市 237,506 28,624 184,817 16,875 －41.0％
伊万里市 57,161 5,908 43,192 3,541 －40.1％
鳥 栖 市 69,074 9,406 77,944 9,180 －2.4％

▲出典：日本創成会議・全国市町村別「20~39歳女性」の将来推計人口

▲事業費を増額して建設される（仮称）まちなか市民交流プラザ

※
Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
は
…
公
共
施
設
等
の
建
設
•
維
持
管
理
•
運
営
等
を
民
間
の
資
金
、
経
営
能
力
お
よ
び
技
術
的
能
力
を
活
用
し
て
行
う
手
法
。

※
Ｐ
Ｐ
Ｐ
と
は
…
事
業
の
企
画
段
階
か
ら
民
間
事
業
者
が
参
加
す
る
な
ど
、
よ
り
幅
広
い
範
囲
を
民
間
に
任
せ
る
手
法
。

一一 般般 質質 問問市政を問う 一 般 質 問市政を問う
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圃
場
整
備
で
作
っ
た

道
路
や
水
路
は
一
部
現
物
提

供
は
し
て
い
る
が
、
農
家
の

所
有
物
で
は
な
い
。
国
所
有

の
水
路
の
泥
土
を
水
田
に
置

い
て
借
地
料
が
無
い
。
泥
土

処
分
は
農
家
負
担
で
は
な

く
、
事
業
で
す
れ
ば
５
％
負

担
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

地
元
に
は
説
明

し
て
い
た
が
、
最
終
的
に
再

度
県
と
協
議
し
て
い
く
。

　
　
　

排
水
工
事
・
水
路
工

事
・
農
道
整
備
は
、
希
望
者

や
沿
線
負
担
で
は
な
く
、
小

城
市
の
農
業
生
産
額
を
上
げ

る
目
的
や
防
災
面
も
考
え
、

圃
場
整
備
の
よ
う
に
一
律
面

積
負
担
に
す
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
　
　

県
、
国
に
言
う
べ
き

部
分
が
多
々
あ
る
。

　
　
　

障
が
い
者
団
体
の
先

輩
た
ち
の
長
い
間
の
運
動
に

よ
っ
て
築
か
れ
た
障
が
い
者

に
対
す
る
多
く
の
助
成
の
部

分
が
あ
る
の
を
知
ら
な
い
障

が
い
者
が
た
く
さ
ん
い
る
。

　
　
　
　
　

身
体
障
が
い
者

は
市
内
に
２
，２
５
３
名
在

住
。

　
　
　

障
が
い
者
や
高
齢
者

が
利
用
し
や
す
い
、
利
用
で

き
る
小
城
駅
舎
・
牛
津
駅
舎

の
改
善
や
改
修
は
。

　
　
　
　
　
Ｊ
Ｒ
九
州
と
し

て
は
地
元
の
強
い
要
望
と
国

の
補
助
や
市
の
協
力
が
あ
れ

ば
可
能
と
の
こ
と
。
要
望
を

今
後
も
続
け
る
。

　
　
　

困
っ
て
い
る
人
は
毎

日
困
っ
て
い
る
。
一
日
も
早

く
実
現
を
。

下
村

産
業
部
長

下
村

市
長障

が
い
者
福
祉
の
現
状

は下
村

福
祉
部
長

下
村

総
務
部
長

下
村

　
　
　
「
健
康
・
福
祉
日
本

一
を
目
指
す
ま
ち
」
小
城
市

と
し
て
、
シ
ス
テ
ム
の
構
築

の
現
状
や
今
後
の
方
向
性

は
。
認
知
症
対
策
に
つ
い
て

は
、
ど
の
よ
う
に
推
進
す
る

考
え
か
。

　
　
　

介
護
保
険
法
の
改
正

の
中
の
位
置
づ
け
で
、
市
町

村
が
中
心
と
な
り
実
施
し
て

い
く
も
の
と
考
え
る
。
方
向

性
と
し
て
は
、
介
護
保
険
や

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
み
で
な

く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
、
地
域
の
存
在
も
重
要
と

な
る
。
在
宅
医
療
・
介
護
連

携
に
つ
い
て
は
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な

り
、
行
政
、
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
や
医
師
会
な
ど
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
や
個
別
事
例

等
も
検
討
を
行
う
。

　
　
　
　
　

認
知
症
対
策
に

つ
い
て
は
、
保
健
師
、
介
護

系
職
員
、
医
師
な
ど
の
専
門

職
に
よ
る
認
知
症
初
期
集
中

支
援
チ
ー
ム
や
認
知
症
地
域

支
援
推
進
員
の
体
制
を
早
急

に
対
応
す
る
。

生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

も
早
急
に
配
置

し
、
多
様
な
生

活
支
援
サ
ー
ビ

ス
に
取
り
組

む
。
医
療
と
介

護
の
連
携
や
、

顔
が
見
え
る
よ

う
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
つ
く

り
、
今
後
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
進
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

○
障
が
い
者
福
祉
の
充
実
は

○
臨
時
給
付
金
の
支
給
は

○ 

学
校
で
の
ア
レ
ル
ギ
ー
対

策
は

西市
長

福
祉
部
長

農
業
基
盤
整
備
の
考
え
方
は

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
は

市
長
補
助
事
業
な
ど
検
討
し
取
り
組
ん

で
い
き
た
い

市
長
高
齢
者
の
、
地
域
で
安
心
な
生
活

の
継
続
に
は
不
可
欠

下村　仁司

西　　正博

▲「５つの構成要素」（厚生労働省サイトより）

▲水路浚渫された泥土の状況
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一
般
質
問



　
　
　

土
地
利
用
方
針
に
基

づ
く
ま
ち
づ
く
り
推
進
エ
リ

ア
と
し
て
昨
年
度
末
に
４
か

所
を
選
定
し
た
。
速
や
か
に

定
住
地
区
、
開
発
地
区
の
計

画
を
推
し
進
め
る
必
要
が
あ

る
が
、
い
つ
頃
目
に
見
え
る

形
に
な
る
の
か
。

　
　
　

三
里
地

区
・
小
城
駅
南
・

牛
津
駅
南
・
芦
刈

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
周
辺
の
４
か
所

を
推
進
エ
リ
ア
と

し
た
が
、
長
期
的

な
ス
パ
ン
に
立
っ

て
長
い
年
月
が
必

要
で
あ
る
。
２
〜

３
年
で
で
き
る
も

の
で
は
な
い
と
考

え
る
。

　
　
　

小
城
・
多
久
共
同
で

可
燃
物
を
焼
却
処
分
す
る
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
建
設
の

た
め
の
一
部
事
務
組
合
設
立

の
議
案
が
提
案
さ
れ
た
が
、

そ
の
規
約
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

　
　
　

平
成
32
年
の
稼
働
を

目
標
に
組
合
を
設
置
。
議
員

定
数
は
８
名
（
小
城
市
５

名
・
多
久
市
３
名
）、
経
費

の
支
弁
方
法
、
管
理
者
の
設

置
、
事
務
局
の
設
置
等
に
つ

い
て
規
約
を
定
め
る
も
の
で

あ
る
。
経
費
の
支
出
は
稼
働

開
始
ま
で
は
平
等
割
を
各
市

10
％
ず
つ
負
担
。
残
り
80
％

は
直
近
の
国
勢
調
査
の
人
口

の
割
合
で
算
定
し
、
稼
働
後

は
人
口
割
と
ご
み
量
割
で
負

担
す
る
。

上
瀧

市
長

小
城
・
多
久
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
の
建
設

上
瀧

市
長

　
　
　
「
人
命
は
地
球
よ
り

も
重
し
」
と
い
う
。
事
故
が

あ
っ
た
箇
所
は
水
難
死
亡
事

故
発
生
箇
所
と
か
、
水
難
事

故
発
生
箇
所
と
い
っ
た
表
示

を
施
し
た
看
板
や
、
小
型
船

舶
用
の
救
命
浮
輪
な
ど
の
小

城
市
版
の
統
一
し
た
標
識
や

救
命
道
具
の
設
置
を
考
え
て

も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　

九
州
農
政
局
や

県
か
ら
も
農
業
用
た
め
池
の

安
全
管
理
徹
底
の
指
導
を
受

け
て
い
る
。
地
元
の
生
産
組

合
長
会
な
ど
の
機
会
を
と

ら
え
、
話
を
し
な
が

ら
危
険
箇
所
の
把
握

を
や
っ
て
い
き
、
ど

う
い
っ
た
対
応
が
い

い
の
か
協
議
し
て
い

く
。
市
民
向
け
に
つ

い
て
も
８
月
号
の
市

報
で
周
知
を
図
る
。

　
　
　

現
在
、
年
１

回
「
小
城
市
、
書
に
親
し
む

日
」
と
い
う
事
業
を
し
て
い

る
が
、
日
本
梧
竹
と
自
認
し

た
中
林
梧
竹
翁
の
生
誕
地
で

あ
る
小
城
市
で
し
か
で
き
な

い
教
育
事
業
と
し
て
、「
書

に
親
し
む
小
城
市
」
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
シ
フ

ト
し
、
観
光
の
広
域
化
と
併

せ
て
筆
文
字
に
親
し
む
新
し

い
取
り
組
み
の
考
え
は
。

　
　
　
　

梧
竹
顕
彰
会
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
団
体
や
、
教
育

委
員
会
な
ど
に
、
議
会
か
ら

提
案
が
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え

な
が
ら
や
っ
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

○ 

農
村
公
園
の
維
持
管
理
に

つ
い
て

富
永

産
業
部
長筆

文
字
教
育
を

通
し
て
の
人
づ

く
り
に
つ
い
て

富
永

教
育
長

土
地
利
用
方
針
の
計
画
は

水
難
事
故
撲
滅
へ
の取

り
組
み
は

市
長
市
内
４
か
所
を
ま
ち
づ
く
り
推
進

エ
リ
ア
と
す
る

市
長
危
険
箇
所
を
把
握
し
、
パ
ト
ロ
ー

ル
な
ど
で
対
応
し
て
い
く

上瀧　政登

富永　正樹

▲まちづくり推進エリアのうちの１か所である牛津駅南

▲浮き輪などの統一された小城市版の救命道具の設置を
（神埼市の設置例）
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一
般
質
問



　
　
　

平
成
21
年
６
月
30
日

に
県
内
初
と
し
て
認
定
さ
れ

た
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業

で
得
ら
れ
た
成
果
と
問
題

点
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

ど
う
考
え
る
か
。

　
　
　

事
業
に
つ
い
て
は
計

画
に
基
づ
き
推
進
し
て
い
る

が
、
市
の
中
で
中
心
市
街
地

を
活
性
化
す
る
た
め
の
課
題

も
ま
だ
山
積
し
て
い
る
。

　

こ
の
事
業
は
本
年
度
が
最

終
事
業
年
度
と
な
っ
て
い
る

が
、
今
後
も
し
っ
か
り
と
中

心
市
街
地
に
目
を
向
け
て
対

応
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ

と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

事
業
計
画
の
中
で
具

体
的
な
も
て
な
し
茶
屋
整
備

の
必
要
性
は
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
　

将
来
的
に
茶
屋
は
市

の
活
性
化
の
た
め
に
は
必
要

な
こ
と
と
な
る
方
向
性
は

持
っ
て
い
る
。

　
　
　

小
城
公
園
高
質
化
推

進
事
業
の
中
で
安
全
性
が
確

保
で
き
て
な
い
部
分
は
な
い

か
。

　

市
民
の
安
心
安
全
の
生
活

を
守
る
こ
と
は
必
要
不
可
欠

で
は
。

　
　
　
　
　

危
険
性
は
十
分

認
識
し
て
お
り
、
関
係
部
局

と
協
議
し
て
対
応
し
て
い
く
。

中
島

市
長

中
島

市
長

中
島

建
設
部
長

　
　
　

ア
イ
ル
の
温
泉
活
用

に
つ
い
て
①
寝
た
き
り
の
お

年
寄
り
や
障
害
を
持
っ
て
あ

る
方
へ
月
１
回
、
自
宅
で
の

温
泉
入
浴
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
つ
い
て
。
②
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ
温
泉
を

提
供
で
き
な
い
か
。
③
２
０

１
６
年
佐
賀
市
で
熱
気
球
世

界
選
手
権
が
行
わ
れ
る
。
大

会
参
加
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
や
ス

タ
ッ
フ
の
ア
イ
ル
の
温
泉
入

浴
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
。

　
　
　
　
　

①
配
給
す
る
場

合
の
経
費
負
担
を
ど
う
す
る

か
な
ど
課
題
が
あ
る
。
現
時

点
で
は
難
し
い
。
②
施
設
側

の
浴
槽
も
か
な
り
大
き
い
。

配
送
車
両
を
ど
う
す
る
か
な

ど
問
題
が
あ
る
。
事
業
所
の

方
で
取
り
組
ん
で
頂
き
た

い
。
③
大
会
参
加
者
の
た
め

に
閉
館
時
間
を
延
長
す
る

サ
ー
ビ
ス
は
考
え
て
い
な

い
。
し
か
し
ア
イ
ル
の
温
泉

を
Ｐ
Ｒ
す
る
意
味
で
は
協
力

し
た
い
。

　
　
　

11
年
間
１

人
暮
ら
し
の
高
齢

者
宅
に
週
１
回
ア

イ
ル
の
温
泉
を
届

け
て
い
る
事
例
も

あ
る
。
で
き
な
い

こ
と
を
考
え
な
い

で
、
で
き
る
こ
と

を
考
え
た
ら
ど
う

か
。

　
　
　

市
で
全
て

や
る
の
は
限
界
が

あ
る
。
Ｃ
Ｓ
Ｏ
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

温
泉
を
届
け
た
い
と
相
談
が

あ
れ
ば
、
十
分
対
応
し
て
い

く
。

松
尾

福
祉
部
長

松
尾

市
長

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
の

成
果
は

寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
に

温
泉
入
浴
を

市
長
ま
だ
問
題
点
が
多
く

今
後
も
対
応
し
て
い
く

市
長
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
温
泉
を
届
け
る

時
は
協
力
す
る

中島　正樹

松尾　義幸

▲11年続く「『結の心』を届ける湯送便」

▲今後の整備が課題の公園周辺
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般
質
問



　
　
　

地
域
の
安
全
確
保
に

奮
闘
し
て
い
る
消
防
団
員
の

確
保
が
難
し
く
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
Ｏ
Ｂ
や
民
間
人

の
保
険
適
用
、
女
性
団
員
の

人
員
確
保
の
現
状
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　

本
年
４
月
１
日

現
在
、
１
，０
４
８
人
で
減

少
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か
っ

た
。
ま
た
、
Ｏ
Ｂ
会
へ
は
公

費
負
担
で
公
務
災
害
補
償
等

共
済
制
度
を
活
用
し
て
い

る
。
女
性
消
防
団
員
も
働
き

か
け
て
い
る
。

　
　
　

昨
年
12
月
に
処
遇
改

善
を
目
的
に
消
防
団
支
援
法

が
で
き
た
。
と
こ
ろ
が
小
城

市
は
火
災
・
水
害
・
行
方
不

明
捜
索
の
手
当
は
ゼ
ロ
。
県

内
他
市
は
出
し
て
い
る
が
。

　
　
　
　
　

平
成
24
年
度
ま

で
出
動
手
当
は
出
し
て
い
な

い
。
消
防
団
と
協
議
し
て
平

成
25
年
度
か
ら
行
方
不
明
捜

索
活
動
に
つ
い
て
費
用
弁
償

を
行
っ
た
。
今
年
度
か
ら
は

火
災
・
水
害
等
の
活
動
に
も

同
様
の
費
用
弁
償
を
行
う
。

　
　
　

今
後
３
か
年

間
、
団
員
獲
得
の
対

策
事
業
費
が
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
女
性

団
員
も
含
め
て
、
具

体
的
な
目
標
数
を
掲

げ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　

県
の
基

準
を
目
標
と
考
え
、

何
人
と
か
の
目
標
数

は
掲
げ
て
い
な
い
。

そ
の
他
の
質
問

○ 

小
城
市
の
防
災
対
策

○ 

フ
ッ
化
物
洗
口
の
課
題

○ 

教
職
員
の
多
忙
化
解
消
対

策

諸
泉

総
務
部
長

諸
泉

総
務
部
長

諸
泉

総
務
部
長

　
　
　

情
報
公
開
に
つ
い
て

は
市
は
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で

対
応
し
て
い
る
か
。

　
　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民
連

絡
会
議
佐
賀
が
公
表
し
た
資

料
に
よ
る
と
、
小
城
市
の
公

開
の
基
準
や
透
明
度
は
県
内

20
市
町
と
比
較
し
て
高
い
ほ

う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
お

り
、
柔
軟
に
対
応
で
き
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　

情
報
公
開
条
例
に
基

づ
く
開
示
請
求
に
よ
る
公
開

と
、
一
般
的
な
情
報
伝
達
つ

ま
り
行
政
広
報
に
よ
る
情
報

伝
達
と
の
区
別
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

　
　
　
　
　

条
例
で
は
、
情

報
公
開
の
対
象
と
し
て
い
る

文
書
に
つ
い
て
は
決
裁
文
書

に
限
ら
ず
非
決
裁
文
書
も
公

開
の
対
象
と
し
て
い
る
。
行

政
広
報
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

市
報
で
、
情
報
公
開
さ
れ
る

対
象
文
書
は
あ
く
ま
で
も
公

文
書
が
対
象
で
あ
る
。

　
　
　

住
民
が
知

る
権
利
の
保
障

で
、
正
式
な
情
報

公
開
請
求
を
し
な

い
と
公
文
書
は
公

開
で
き
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　

行
政

サ
ー
ビ
ス
の
一
環

と
し
て
情
報
を
提

供
す
る
場
合
、
情

報
公
開
請
求
を
出

し
て
く
だ
さ
い
と

い
う
ケ
ー
ス
は
ほ

と
ん
ど
な
い
。

そ
の
他
の
質
問

○ 

市
道
江
利
・
大
寺
線
の
改

良
事
業
状
況
に
つ
い
て

樋
渡

市
長

樋
渡

総
務
課
長

樋
渡

総
務
課
長

消
防
団
の
人
員
確
保
強
化
策
は

小
城
市
の
情
報
公
開
に
つ
い
て

市
長
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
消
防
団
員
を

確
保
し
た
い

市
長
機
能
的
ま
た
柔
軟
に
対
応
で
き
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る

諸泉　定次

樋渡　邦美

▲住民の生命を守る消防団の夏期訓練模様

▲道路改良中の市道江利・大寺線

一一 般般 質質 問問市政を問う 一 般 質 問市政を問う

2014年８月号11
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一
般
質
問



　
　
　

①
小
城
市
在
住
外
国

人
の
現
状
と
対
応
に
つ
い
て
。

②
相
談
体
制
は
。

③
日
本
語
教
室
に
つ
い
て
。

　
　
　

①
17
カ
国
１
３
３
人

の
方
が
住
民
登
録
し
て
い

る
。近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
。

窓
口
に
は
家
族
や
事
業
所
の

方
が
一
緒
に
来
ら
れ
て
い
る

が
、
今
後
は
語
学
が
で
き
る

職
員
の
配
置
も
必
要
で
あ
る
。

②
特
に
な
い
が
、
相
談
が
あ

れ
ば
佐
賀
県
国
際
交
流
協
会

を
案
内
す
る
状
況
で
あ
る
。

③
有
志
で
日
本
語
教
室
が
開

か
れ
て
お
り
、
10
人
程
度
が

参
加
し
て
い
る
が
、
活
動
を

知
っ
て
も
ら
う
よ
う
な
支
援

が
必
要
と
考
え
る
。

　
　
　

④
外
国
人
観
光
客
へ

の
案
内
板
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

等
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

⑤
外
国
人
観
光
客
誘
致
の
戦

略
は
。

　
　
　
　
　
　
　

④
小
城
公

園
内
の
案
内
に
つ
い
て
は
一

部
英
語
、
中
国

語
の
表
記
を
し

て
い
る
。

⑤
団
体
客
を
主

に
考
え
て
い

る
。
今
年
３

月
に
神
埼
市
・

吉
野
ヶ
里
町
・

佐
賀
市
・
多
久

市
で
広
域
観
光

等
推
進
委
員
会

を
組
織
し
た
。

佐
賀
空
港
に
来

る
観
光
客
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

し
て
協
力
し
て
い
き
た
い
。

○「
特
別
支
援
教
育
の
充
実
」

に
つ
い
て

江
島

市
長

江
島

商
工
観
光
課
長

そ
の
他
の
質
問

　
　
　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

「
よ
う
こ
そ
」
は
、
平
成
20

年
小
城
公
民
館
の
１
階
に
開

設
さ
れ
、
現
在
は
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
中
心
に
、
よ
う

こ
そ
運
営
協
議
会
が
運
営
主

体
と
な
り
、
こ
こ
を
訪
れ
る

様
々
な
人
や
団
体
の
活
動
を

支
援
し
て
い
る
。（
仮
称
）ま

ち
な
か
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
に

予
定
さ
れ
て
い
る
市
民
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、

市
の
施
設
と
し
て
ど
の
よ
う

に
管
理
運
営
し
て
い
く
考
え

か
。

　
　
　
　
　
（
仮
称
）ま
ち
な

か
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
の
２
階

に
市
民
の
活
動
拠
点
を
設
置

す
る
計
画
で
、
市
の
市
民
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
位

置
づ
け
、市
民
活
動
の
育
成
、

支
援
、
情
報
収
集
、
情
報
提

供
な
ど
実
施
し
、
協
働
の
担

い
手
と
し
て
多
様
な
Ｃ
Ｓ
Ｏ

の
育
成
、
支
援
に
努
め
て
い

き
た
い
。

　
　
　

管
理
運
営
の
核
と
な

る
人
や
団
体
に
つ
い
て
は
相

談
対
応
、
情
報

収
集
、
情
報
提

供
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
な
ど
中

間
支
援
の
専
門

性
が
必
要
だ
。

人
材
確
保
の
た

め
人
件
費
の
保

障
の
考
え
は
。

　
　
　
　
　

必

ず
し
も
賃
金
を

保
障
す
る
と
い

う
こ
と
で
は
な

く
、
自
立
し
た
団
体
に
市
民

活
動
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営

を
お
願
い
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

○ 

定
員
管
理
の
適
正
化
に
つ

い
て

香
月

総
務
部
長

香
月

企
画
課
長

国
際
化
に
向
け
て

前
向
き
な
対
応
を

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
は

な
ぜ
必
要
か

市
長
情
報
の
提
供
な
ど
で
サ
ー
ビ
ス
を

充
実
さ
せ
た
い

市
長
地
域
の
維
持
、
活
性
化
の
た
め
総

合
的
に
進
め
る

江島佐知子

香月チエミ

▲小城公園内の多言語表示の案内板

▲市民活動センター「ようこそ」

一 般 質 問市政を問う 一一 般般 質質 問問市政を問う
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一
般
質
問



　
　
　

中
心
市
街
地
活
性
化

事
業
は
、
小
城
市
の
特
性
を

生
か
し
た
魅
力
と
に
ぎ
わ
い

の
創
出
に
積
極
的
に
取
り
組

む
具
体
的
な
プ
ラ
ン
を
策
定

し
、
平
成
21
年
度
よ
り
実
施

さ
れ
て
い
る
。
残
り
あ
と
１

年
弱
と
な
る
が
、
現
在
の
状

況
と
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

で
地
域
と
の
連
携
、
住
民
意

識
の
変
化
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ

い
な
ど
若
干
で
も
変
化
が

あ
っ
た
の
か
。

　
　
　

基
本
計
画
に
基
づ
く

状
況
と
し
て
、
現
在
、
小
城

公
園
の
高
質
化
推
進
事
業
、

Ｊ
Ｒ
小
城
駅
周
辺
環
境
整
備

事
業
は
、
今
年
度
整
備
完
了

を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い

る
。（
仮
称
）ま
ち
な
か
市
民

交
流
プ
ラ
ザ
等
の
整
備
事
業

は
今
年
度
の
速
や
か
な
工
事

着
工
を
目
標
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
ソ
フ
ト
事
業
に
つ
い

て
は
、
ま
ち
の
駅
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
、
空
き
店
舗
対
策

チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
事
業

な
ど
、
商
店
街

の
振
興
に
取
り

組
ん
で
い
る
状

況
で
あ
る
。
ソ

フ
ト
事
業
に
関

し
て
は
、
元
気

館
を
中
心
と
し

て
、
物
産
市
、

朝
市
、
イ
ベ
ン

ト
へ
の
参
画
な

ど
動
き
が
出
て

い
る
。
民
間
の

皆
さ
ん
た
ち
の

協
力
で
、
何
と

か
中
心
市
街
地

を
盛
り
上
げ
て
い
か
な
く
て

は
と
い
う
機
運
が
高
ま
っ
て

い
る
状
況
と
思
っ
て
い
る
。

深
川

市
長

　
　
　

認
知
症
高
齢
者
の
行

方
不
明
者
は
全
国
で
１
万
3

百
人
。
県
内
の
認
知
症
高
齢

者
は
２
万
人
と
言
わ
れ
て
い

る
が
、
小
城
市
の
現
状
と
対

策
は
。

　
　
　

介
護
保
険
認
定
者
の

う
ち
認
知
症
を
原
因
疾
患
と

し
て
認
定
を
受
け
た
者
の
割

合
か
ら
推
計
す
る
と
約
５
７

０
名
、
軽
度
の
認
知
症
ま
で

含
め
る
と
も
っ
と
多
く
の
患

者
が
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
市
内
で
も
事
故
、

ト
ラ
ブ
ル
は
発
生
し
て
お

り
、
警
察
で
の
保
護
件
数
は

昨
年
度
で
13
名
、
第
三
者
と

の
ト
ラ
ブ
ル
は
こ
こ
５
年
間

で
56
件
発
生
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

早
期
発
見
、
早

期
診
断
を
含
む
予
防
対
策
と

し
て
、
認
知
症
に
関
す
る
出

前
講
座
、
予
防
教
室
を
開
催

し
て
い
る
。
ま
た
、
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
も
こ

れ
ま
で
93
回
開
催
し
、
２
８

０
３
名
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
誕

生
。
総
人
口

に
占
め
る
割

合
は
県
平
均

よ
り
か
な
り

高
い
状
況
で

あ
る
。今
後
、

こ
の
認
知
症

対
策
は
先
進

地
の
取
り
組

み
等
も
研
究

し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

○ 

県
道
小
城
富
士
線
の
整
備

に
つ
い
て

○ （
仮
称
）ま
ち
な
か
市
民
交

流
プ
ラ
ザ
等
の
整
備
事
業

に
つ
い
て

光
岡

市
長

福
祉
部
長

中
心
市
街
地
活
性
化
の
状
況
は

認
知
症
高
齢
者
の現

状
と
対
策
は

市
長
中
心
市
街
地
を
盛
り
上
げ
る
機
運

が
高
ま
っ
て
い
る

市
長
推
計
５
７
０
名
、
い
ろ
い
ろ
と
ト

ラ
ブ
ル
も
発
生

深川　高志

光岡　実

▲中心市街地活性化事業の拠点である「おぎ元気館」

▲脳いきいき教室
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一
般
質
問



　
　
　

農
地
の
貸
借
に
対
す

る
支
援
制
度
は
、
４
月
１
日

指
定
さ
れ
た
県
の
中
間
管
理

機
構
（
農
業
公
社
）
で
の
認

可
が
必
要
で
あ
る
。
７
月
に

貸
借
の
公
募
が
行
わ
れ
る
た

め
農
家
へ
の
早
急
な
周
知
を

図
れ
な
い
か
。

　
　
　

農
業
委
員
会
が
こ
の

事
業
の
推
進
に
努
め
、
貸
借

希
望
農
家
へ
の
相
談
窓
口
を

設
置
し
た
い
。
市
は
機
構
か

ら
の
情
報
に
よ
る
借
り
受

け
、
貸
し
付
け
希
望
者
の
農

地
を
集
積
し
た
「
農
地
利
用

配
分
計
画
」
案
を
作
成
す

る
。
周
知
に
つ
い

て
は
市
広
報
「
さ

く
ら
」
７
月
号
と

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
県
は
「
県
民

だ
よ
り
」、
Ｊ
Ａ

は
広
報
紙
に
掲
載

す
る
計
画
に
な
っ

て
い
る
。

　
　
　

①
県
内
他

市
で
独
自
の
教
育
改
革
が
発

信
さ
れ
て
い
る
が
、
小
城
市

の
教
育
方
針
は
。

②
教
育
で
の
定
住
促
進
は
で

き
な
い
か
。

　
　
　
　

①
〝
城
創
伝
心
〞

小
城
の
歴
史
と
伝
統
を
受
け

継
ぎ
、
文
化
と
創
造
す
る
豊

か
な
心
を
育
む
人
づ
く
り
を

目
標
と
し
、
公
教
育
で
あ
り

基
礎
基
本
の
定
着
や
学
習
へ

の
意
欲
の
向
上
が
基
本
。
学

力
向
上
研
究
会
の
組
織
の
立

ち
上
げ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
教

育
に
取
り
組
む
。

②
色
々
な
子
育
て
支
援
や
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
教
育
の
充
実
な
ど
、
教

育
で
の
ま
ち
づ
く
り
が
定
住

促
進
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

平
野

市
長

小
城
市
の
教
育

に
つ
い
て

平
野

教
育
長

農
地
中
間
管
理
事
業
の

取
り
組
み
は

市
長
市
広
報「
さ
く
ら
」や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
周
知
し
た
い

平野　泰造
▲田植えがすんだ市内の水田風景

表
紙
の
紹
介

梧
竹
観
音
堂
（
明
治
41
・
一
九
〇
八
年
落
成
）

　

小
城
市
史
跡
（
三
日
月
町
金
田
一
一
四
〇
）。

堂
内
に
は
、
聖
観
世
音
菩
薩
像
２
体
が
安
置
さ

れ
、
隠い

ん

元げ
ん

禅ぜ
ん

師じ

筆
の
「
観
世
音
菩
薩
」
と
梧
竹

筆
「
寂

じ
ゃ
く

滅め
つ

場じ
ょ
う

中ち
ゅ
う

活か
つ

路ろ

通つ
う
ず」
の
木
額
や
、
中
林

家
先
祖
代
々
、
小
城
藩
主
、
先
師
（
草
場
佩は

い

川せ
ん

・
山や

ま

内う
ち

香こ
う

雪せ
つ

・
余よ

元げ
ん

眉び

）
の
位
牌
が
安
置
さ

れ
て
い
る
。
明
治
42
年
に
は
、
今
は
な
い
が
御ぎ

ょ

物ぶ
つ

を
納
め
る
鳳ほ

う

凰お
う

閣か
く

を
傍
ら
に
建
立
。
現
在
の

三
日
月
堂
は
昭
和
24
年
の
台
風
で
倒
壊
し
た
た

め
、
昭
和
32
年
に
規
模
を
縮
小
し
て
再
建
さ
れ

た
も
の
。
今
は
４
代
目
当
主
、
中
林
秀
利
氏
の

手
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
る
。

小城市森林・林業活性化
促進議員連盟が発足

▲昨年の議会報告会の様子

　森林・林業のために必要な事項を協議・検
討すると共に自然環境や国土の保全、水資源
の※涵

かん

養
よう

等多くの公益機
能を活性推進し市民生
活の潤い、安らぎに資す
ることを目的として発
足された。

　去る７月29日（火）と30日（水）に、市内４会場で、
行いました。
　ご来場いただいた市民の皆さま、ありがとうござ
いました。
　内容につきましては、次号でお知らせ致します。

小城市議会報告会を
開催しました。

※涵養とは… 無理をしないでゆっくりと
養い育てること。

一 般 質 問市政を問う 一一 般般 質質 問問市政を問う
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15人が
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質
問

表
紙
の
紹
介



知 せ
願

お ら と

お い

知 せ
願

お ら と

お い

戦
没
者
追
悼
式（

４
月
26
日
）

地
方
分
権
・
道
州
制

　
　
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
４
月
22
日
）

武
雄
図
書
館
視
察（５

月
15
日
）

子
ど
も
の
安
全
を

地
域
で
見
守
る
会

（
５
月
30
日
）

市
内
小
中
学
校

フ
リ
ー
参
観
デ
ー

（
６
月
８
日
）

決算審査特別委員会の開催予定

９月30日（火） 決算審査特別委員会（総務部）

10月１日（水） 決算審査特別委員会（市民部）

　　２日（木） 決算審査特別委員会（福祉部・市民病院）

　　３日（金） 決算審査特別委員会（教育委員会）

　　６日（月） 決算審査特別委員会（産業部）

　　７日（火） 決算審査特別委員会（建設部・水道課）

　　10日（金） 決算審査特別委員会（総括）

『議会傍聴へお越し下さい』
　一般質問へは、多くの市民の方が来られます
が、常任委員会にも、是非、傍聴へお越し下さい。
特に今回は、平成25年度の決算審査を行う特別
委員会も開催されますので、多くの市民の方に
お越し頂きたいと思っています。
（※日程など都合により変更になる場合もあります。）

９月１日（月）定例会　《開会》
９日（火）
10日（水）議案質疑

３日（水）一般質問 11日（木）常任委員会

４日（木）一般質問 12日（金）常任委員会

５日（金）一般質問 16日（火）常任委員会

８日（月）一般質問 19日（金）討論・採決・閉会

９月定例会（予定）のお知らせ
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（
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）

学校教育目標

夢と誇りをもち、自ら学び、
共によりよく生きる砥川っ子の育成

目指す子ども像

（知）「考える子」
（徳）「明るい子」
（体）「たくましい子｣

校 訓（砥川魂）

勤
きん
……まじめにこつこつ取り組む

倹
けん
……むだのない、けじめある生活

力
りょく
……自分の持つ力を出し切る

行
こう
……自分ですすんで行動する

創立　明治９（1876）年９月
児童生徒数　142名（男子 70名　女子 72名）

◆ＪＡや地域の方と一緒に田植えや稲刈り
◆  石仏を残したいと「石工カレンダー」の
作成と贈与、募金活動

◆親子で楽しく親子もちつき大会
◆校区内をがんばって走るマラソン大会
◆自分の頑張りを発表するきらり発表会

学校の特色や特長

【地域のじまん】
○ 石工の里 “砥川” といわれるだけあって、
仏舎利塔に上る至る所に石仏が並び、由緒
ある寺も点在し、『石工の里』『国宝の薬師
如来の里』に育つことは、こどもたちの誇
りです。

【児童・学校のじまん】
○ ノ―チャイムで生活しています。時計や放
送をうまく活用し声をかけ合って時間を
守っています。
○ 朝早くから登校して元気に外で遊んでい
ます。また、男女が一緒にサッカーなどを
して仲良く楽しんでいます。
○ 朝の花丸タイムやすくすくタイムで計算
に取り組んでいます。
○ 縦割りで、運動会や遠足、交流給食、共遊
など上級生が下級生をかわいがり、一緒に
遊んでやる姿をよく見かけます。

主
な
行
事
・
事
業

石
いし

工
く

カレンダー 砥川空
くう

山
やま

の33体石仏視察


